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市
で
は
、
平
成
23
年
度
新
規
採
用

職
員
の
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

◆
募
集
職
種　

◎
精
神
保
健
福
祉
士

◆
受
験
資
格

　

昭
和
45
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格

を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人

（
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
を
含
む
）

◆
募
集
人
員　

１
名

◆
試
験
方
法

◎
一
次
試
験

教
養
試
験
…
公
務
員
と
し
て
必
要
な

高
等
学
校
で
履
修
し
た
程
度
の
一
般

知
識
、
知
能
に
つ
い
て
択
一
式
に
よ

る
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

◎
二
次
試
験

口
述
試
験
…
個
別
面
接
に
よ
り
主
と

し
て
人
物
に
つ
い
て
の
評
価
を
行
い

ま
す
。

集
団
討
論
…
試
験
官
が
討
論
の
過
程

を
観
察
し
、
受
験
者
の
人
柄
の
評
価

を
行
い
ま
す
。

体
力
検
査
…
職
務
遂
行
に
必
要
な
健

康
度
、
お
よ
び
体
力
を
有
す
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
検
査
を
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
障
が
い
の
あ
る
方
は
除
き

ま
す
。

◆
試
験
日
お
よ
び
会
場
　

◎
一
次
試
験

期　

日　

平
成
23
年
１
月
23
日
㈰　

場　

所　

つ
く
ば
み
ら
い
市
役
所

　
　
　
　

伊
奈
庁
舎

◎
二
次
試
験

　

日
時
お
よ
び
場
所
に
つ
い
て
は
、

一
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知
し
ま

す
。

◆
応
募
手
続

◎
申
込
用
紙
の
交
付

　

所
定
の
受
験
申
込
書
な
ど
に
つ
い

て
は
、
伊
奈
庁
舎
人
事
課
で
11
月
１

日
㈪
か
ら
交
付
し
ま
す
。

　

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
（
精
神
保
健
福
祉
士
職
員
採

用
試
験
申
込
用
紙
請
求
）と
朱
書
し
、

宛
先
を
明
記
し
て
、
１
４
０
円
切
手

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間

　

11
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

　

人
事
課
に
持
参
す
る
場
合
は
、
月

～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
し
、
郵

便
の
場
合
は
11
月
30
日
㈫
ま
で
に
必

着
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
奈
庁
舎
人
事
課
（
〒
３
０
０
‐

２
３
９
５　

つ
く
ば
み
ら
い
市
福
田

１
９
５
）

　
　

☎
58
‐
２
１
１
１

　
　
（
内
線
１
２
２
０
～
１
２
２
２
）

新
規
採
用
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

平成22年度
地域密着型サービス事業所

を募集します！
　市では、介護が必要になった高齢者が、住み慣れた自宅や地域で

の生活が継続できるよう、第４期つくばみらい市高齢者保健福祉計

画・介護保険事業計画（平成21年度～平成23年度）に基づき、地

域密着型サービスの基盤整備を進めています。

　平成22年度においては、地域密着型サービスのうち小規模多機
能型居宅介護について募集します。

１．募集する地域密着型サービス

サービスの種類
募集する日常

生活圏域

募　集

施設数
整備年度

小規模多機能型

居宅介護
豊・谷井田・三島地区 １箇所 平成23年度

２．募集期間
　　10月25日㈪～ 11月30日㈫まで

３．申し込み・問い合わせ先
　　詳しくは、市介護福祉課（伊奈庁舎）へお問い合わせください。

　　☎58‐2111（内線1171）

『「
消
し
た
か
な
」
あ
な
た
が
守
る  

合
言
葉
』

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
【
実
施
期
間
】

　
　

11
月
９
日
㈫
～
15
日
㈪

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

　

か
ら
離
れ
た
場
所
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

　

る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

　

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

　

た
め
に
、
燃
え
に
く
い
製
品
（
防

　

炎
製
品
）
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

　

に
、消
火
器
な
ど
の
用
意
を
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

　

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

　

体
制
を
つ
く
る
。　

大
切
な
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　

平
成
21
年
６
月
１
日
か
ら
、
防
火

法
に
よ
り
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
設
置
が
必
要
な
場
所

・
寝
室

・
階
段
の
上
部
（
２
階
以
上
に
寝
室

　

が
あ
る
場
合
）

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意

を
！

　

消
防
署
の
職
員
が
、
住
宅
を
訪
問

し
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
販
売
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

 

・
つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署　

☎

58
︲
０
１
１
１　

・
つ
く
ば
み
ら

い
消
防
署
谷
和
原
出
張
所　

☎
25
‐

３
１
１
９　

・
つ
く
ば
み
ら
い
消
防

署
東
部
出
張
所　

☎
52
‐
１
１
９
０

問




